
Q
&

A
サ

イ
ト

に
お

け
る

質
問

と
回

答
の

分
析

(4
)

一
質

問
タ

イ
プ

分
類

の
一

致
度

に
つ

い
て

栗
山

和
子

↑
1

神
門

典
子

t2

著
者
ら
は
，
以
前
の
論
文
で

Q
&
A
サ
イ
ト
に
お
け
る
質
問
の
タ
イ
プ
分
類
を
提
案
し
た
.
本
研

究
で
は
，

N
T
C
I
R・
8
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

Q
A
パ
イ
ロ
ッ
ト
タ
ス
ク
に
お
い
て
使

用
し
た

15
00

件
の
質
問
デ
ー
タ
を
，

4
人
の
判
定
者
に
よ
っ
て
，
提
案
し
た

13
種
類
の
質
問
タ

イ
プ
に
分
類
し
，
判
定
者
間
の
一
致
度
を
計
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
分
類
の
信
頼
性
を
検
証
し
た
.

ま
た
，
質
問
タ
イ
プ
と
判
定
の
一
致
・
不
一
致
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
，
質
問
タ
イ
プ
の
妥
当

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
.
結
果
と
し
て
，
判
定
者
間
の
一
致
度
は
高
く
，
質
問
タ
イ
プ
分
類
の
信
頼

性
と
妥
当
性
が
確
か
め
ら
れ
た
.

t
0
 

σ
3
 

A
n
a
l
y
s
i
s
 o
f 
Q
u
e
s
t
i
o
n
s
 a

n
d
 A
n
s
w
e
r
s
 i
n 
Q
&
A
 Si
te
( 
4)
 

-
In
te
r-
as
se
ss
or
s 
A
g
r
e
e
m
e
n
t
 f
or
 
Q
u
e
s
t
i
o
n
 T
y
p
e
s
 

Cl
as
si
fi
ca
ti
on
 -

K
A
Z
U
K
O
 K

U
R
I
Y
A
M
A
t1 

a
n
d
 N

O
R
I
K
O
 K

A
N
D
O
↑2

 

W
e
 h
a
d
 p
ro
po
se
d 
cl
a.s
si
fi
ca
ti
on
 
of
 q
ue
st
io
n 
ty
pe
s 
in
 
c
o
m
m
u
n
i
t
y
 Q

&
A
 si
te
s 

In
 t
hi
s 
p
a
p
e
r
，
 

w
e
 cl
a.s
si
fi
ed
 
15
00
 q
ue
st
io
ns
，
 

w
h
i
c
h
 w
e
r
e
 u
se
d 
fo
r 
N
T
C
I
R噌
8
C
o
m
-

m
u
n
i
t
y
 Q

A
 pi
lo
t 

ta
sk
，
 in
to
 
15
 
ty
pe
s 

m
a
n
u
a
l
l
y
 b

y
 f
ou
r 
as
se
ss
or
s.
 

T
h
e
n
，

 w
e
 

c
o
m
p
u
t
e
d
 κ
c
o
e 伍

ci
en
t
fo
r 
in
te
rω

a.s
se
ss
or
 a
g
r
e
e
m
e
n
t
 t
o 
e
x
a
m
i
n
e
 r
el
ia
bi
li
ty
 o
f 
th
e 

cl
a.s
si
fi
ca
ti
on
. 

F
u
rt
he
rm
or
e
，
 w
e
 a
na
ly
se
d 
qu
es
ti
on
s 
wi
th
 i
nc
om
pl
et
e 
a
g
r
e
e
m
e
n
t
 

to
 
e
x
a
m
i
n
e
 v
al
id
it
y 
of
 t
he
 q
ue
st
io
n 
ty
pe
s.
 
T
h
e
 r
es
ul
t 
s
h
o
w
e
d
 v
al
id
it
y 
of
 
th
e 

qu
es
ti
on
 t
yp
es
 a
n
d
 r
el
ia
bi
li
ty
 o
f 
th
e 
cl
as
si
fi
ca
ti
on
. 
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1
.

は
じ

め
に

近
年
で
は
，
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

Q
A
(
C
Q
A
)
サ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る

W
o
l
r
d
"¥ヘ
Ti
de

W
e
b
上
の
サ
ー
ビ
ス
の

科
用
者
が
増
え
て
き
て
い
る

12
)
，1
5)

C
Q
A
サ
イ
ト
の
仕
組
み
は
，
登
録
し
た
利
用
者
が
質
問
を
投
稿
し
，

ま
た
，
別
の
利
用
者
が
回
答
を
投
稿
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
.

C
Q
A
サ
イ
ト
は
，
V
¥
パ
ヘ
T
W
上
の
掲
示

板
の

よ
う

に
匿

名
(

ユ
ー

ザ
ID
)

で
自

由
に

質
問

・
回

答
を

投
稿

で
き

る
こ

と
か

ら
，

サ
ー

チ
エ

ン
ジ

ン

の
よ
う
な
情
報
ア
ク
セ
ス
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
だ
け
で
は
で
は
な
く
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
知
識
の
共

有
・
交
換
の
場
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
.

C
Q
A
サ

イ
ト

に
お

け
る

質
問

・
回

答
行

動
は

利
用

者
の

自
発

的
な
も
の
で
あ
る
が
，
利
用
者
の
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
利
用
自
的
等
は
様
々
で
あ
り
，
質
問
・
回
答
で
記

述
さ
れ
る
情
報
・
知
識
の
内
容
と
表
現
も
多
様
で
あ
る
た
め
，
あ
る
質
問
に
対
し
て
質
問
者
の
意
図
に
沿
っ

た
回
答
や
信
頼
性
が
高
い
回
答
が
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
，

そ
こ
で
，
著
者
ら
は
，
以
前
の
論
文

11
)
で
，
質
問
者
の
目
的
や
意
図
に
よ
っ
て
質
問
文
の
表
現
が
異
な

る
か
ど
う
か
，
ま
た
，
質
問
文
の
表
現
が
回
答
の
内
容
や
表
現
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
調

べ
る
た
め
，
質
問
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
た
.
本
稿
で
は
，
そ
の
質
問
タ
イ
プ
の
妥
当
性
を
検

証
す
る
た
め
，

N
T
C
I
R
ω
8
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Q
A
パ
イ
ロ
ッ
ト
タ
ス
ク
(
以
下
，

C
Q
A
 

タ
ス
ク
)
に
お
い
て
テ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
使
用
し
た
質
問
デ
ー
タ
を
用
い
て

p
複
数
の
判
定
者
に

よ
る
質
問
タ
イ
プ
の
分
類
を
行
い
，
判
定
者
間
の
分
類
の
一
致
度
に
つ
い
て
考
察
す
る
.
ま
た
，
質
問
タ
イ

プ
の
定
義
の
類
似
が
判
定
の
一
致
・
不
一
致
と
関
連
し
て
い
か
ど
う
か
考
察
し
，
質
問
タ
イ
プ
の
妥
当
性
に

ワ
い
て
検
討
す
る
.

2
節
で
は

C
Q
A
サ
イ
ト
に
つ
い
て
の
関
連
研
究
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
.

3
節
で
は
，
複
数
の
判
定

者
の
分
類
の
一
致
度
を

κ
係
数
を
用
い
て
計
算
し
，
質
問
タ
イ
プ
分
類
の
信
頼
性
を
検
証
す
る
.

4
節
で
は
，

質
問
タ
イ
プ
の
定
義
の
類
似
と
分
類
の
一
致
・
不
一
致
の
関
連
に
つ
い
て
調
べ
，
質
問
タ
イ
プ
の
分
け
方
が

妥
当
か
ど
う
か
考
察
す
る
.

5
節
で
は
，
本
稿
の
ま
と
め
を
述
べ
，
本
研
究
の
今
後
の
予
定
と
課
題
を
示
す
.

2.
関

連
研

究

C
Q
A
サ
イ
ト
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
.
本
節
で
は
，
質
問
と
問
答
を
デ
ー
タ
と
し
て

内
容
的
あ
る
い
は
数
量
的
に
分
析
し
，
質
問
に
対
し
て
適
切
な
回
答
を
得
る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
を
自
的

と
し
て
い
る
研
究
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
.

海
外
の

C
Q
A
サ
イ
ト
と
し
て
は

Y
a
h
o
o
!

A
n
s
w
e
r
s
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
，

C
Q
A
サ
イ
ト
に
関

す
る
研
究
と
し
て
，

Y
a
h
o
o
!
 
A
n
s
w
e
r
s
の
質
問
・
回
答
の
質
の
評
価
や
質
問
に
対
す
る
適
切
な
回
答
の
抽

出
・
選
択
な
ど
に
関
す
る
研
究
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
.

JUl・
c
z
y
k
ら

8)
は，

H
I
T
S
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に



ト
コ

ー
斗

基
づ

き
，

利
用

者
・

回
答

間
グ

ラ
フ

を
用

い
て

，
オ

ー
ソ

リ
テ

ィ
を

探
し

，
利

用
者

の
専

門
性

を
評

価
し

て

い
る
.

J
e
o
n

ら
7)

は
，

回
答

の
質

を
予

測
す

る
た

め
に

，
ク

リ
ッ

ク
さ

れ
た

回
数

な
ど

，
テ

キ
ス

ト
以

外

の
特

徴
を

利
用

す
る

方
法

を
提

案
し

て
い

る
.

Ag
ic
ht
ei
n

ら
2)

は
，

質
問

と
回

答
の

組
の

様
々

な
特

徴
に

つ
い

て
分

析
し

，
教

師
付

き
機

械
学

習
に

よ
っ

て
，

質
問

者
が

投
稿

さ
れ

た
回

答
に

満
足

す
る

か
ど

う
か

を

予
測

す
る

こ
と

を
試

み
て

い
る

.
B
i
a
n

ら
3)

は
，

訓
練

用
デ

ー
タ

の
件

数
を

減
ら

す
た

め
，

教
師

付
き

他

者
評

価
強

化
学

習
を

用
い

て
，

質
問

・
回

答
の

質
と

利
用

者
の

評
価

の
推

定
を

行
っ

て
い

る
.

S
u
r
y
a
n
t
o
 

ら
1
4
)
は

，
既

存
の

回
答

を
，

新
た

に
投

稿
さ

れ
た

質
問

に
対

す
る

適
合

性
と

質
問

自
体

の
質

と
い

う
2
点

を
総

合
し

て
評

価
し

，
質

問
に

適
し

た
回

答
を

選
択

す
る

方
法

を
提

案
し

て
い

る
.

C
Q
A
サ

イ
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
タ

イ
プ

に
関

す
る

研
究

と
し

て
，

A
d
a
m
i
c

ら
1)

は
，
利
用

者
を

ノ
ー

ド
と

し
，

回
答

を
回

答
か

ら
質

問
者

へ
の

エ
ッ

ジ
と

し
て

グ
ラ

フ
化

し
た

Q
A

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
用
い
て
，

C
Q
A
サ

イ
ト

で
行

わ
れ

て
い

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
は

知
識

交
換

，
相

談
，

議
論

の
3

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
，

C
Q
A
サ

イ
ト

で
使

用
さ

れ
て

い
る

既
存

の
カ

テ
ゴ

リ
が

そ
の

い
ず

れ
か

の
タ

イ
プ

に
分

類
で

き
る

こ
と

を
示

し
て

い
る

.
A
d
a
m
i
c

ら
の

研
究

に
基

づ
き

，
甲

谷
ら

9)
は，

r教
え

て
!g
oo
J

12
) 

に
つ

い
て

，
手

作
業

で
各

カ
テ

ゴ
リ

の
質

問
1
0
個

ず
つ

を
知

識
交

換
，

相
談

，
議

論
の

3
つ

の
タ

イ
プ

に

分
類

し
同

様
の

素
性

が
カ

テ
ゴ

リ
分

類
に

有
効

で
あ

る
か

ど
う

か
を

検
証

し
て

い
る

.
そ

の
結

果
，
r教

え
て

!g
oo
J

に
関

L
て
は
，

A
d
a
m
i
c

ら
の

用
い

た
素

性
で

は
，

カ
テ

ゴ
リ

を
3
つ

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
タ

イ
プ

に
適

切
に

分
類

で
き

な
い

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
.

質
問

の
分

類
に

関
す

る
研

究
と

し
て

は
，

K
i
m

ら
1
0
)
は，

Y
a
h
o
o
!
 
A
n
s
w
e
r
s
の

ベ
ス

ト
ア

ン
サ

ー
に

付
け

ら
れ

た
質

問
者

の
コ

メ
ン

ト
を

手
作

業
で

分
析

す
る

こ
と

に
よ

り
，

質
問

者
が

ベ
ス

ト
ア

ン
サ

ー
を

選

ん
だ

理
由

を
適

合
性

の
基

準
(r
el
ev
an
ce

cr
it
er
ia
)

と
し

て
分

類
し

，
ベ

ス
ト

ア
ン

サ
ー

の
選

択
理

由
の

分
布

に
つ

い
て

考
察

し
て

い
る

.
ま

た
，

R
o
d
r
i
g
u
e
s

ら
13
)
ら
は
，

Y
a
h
o
o
!
 
A
n
s
w
e
r
s
の
質
問
を

3
つ

の
次
元
，

G
e
n
e
r
a
ν
P
e
r
s
o
n
a
l
，
 C
o
m
m
u
n
i
t
y
 /I
nd
iv
id
ua
l
，

 So
ci
a1
j
No
n-
so
ci
al

で
分
析
し
，

8
つ
の

質
問
タ
イ
プ
，

Fa
ct
ua
l 
In
fo
rm
at
io
n
，
 Ge
n
er
a
l 
A
d
v
i
c
e
，

 Ge
ne
ra
l 
O
p
i
n
i
o
n
，

 Pe
rs
on
al
 O
p
i
n
i
o
n
，

 

C
h
a
t
t
i
n
g
，
 E
n
t
e
r
t
a
i
n
m
e
n
t
，
 O
t
h
e
r

に
分

類
し

て
い

る
.

以
上
の
よ
う
に
，

C
Q
A
サ

イ
ト

に
関

し
て

，
質

問
・

回
答

の
質

の
評

価
，

ベ
ス

ト
ア

ン
サ

}
や

類
似

の

質
問

・
回

答
の

抽
出

・
選

択
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

分
析

，
質

問
タ

イ
プ

の
分

類
な

ど
，

様
々

な
研

究

が
行

わ
れ

て
い

る
.

以
前

の
論

文
11
)
で

は
，

上
記

の
よ

う
な

研
究

へ
の

応
用

も
念

頭
に

置
い

て
，

実
際

の
Q
&
A
サ

イ
ト

の

質
問
を
分
析
し
，

C
Q
A
サ

イ
ト

に
適

し
た

タ
イ

プ
の

分
類

を
提

案
し

た
.

本
稿

で
は

，
複

数
の

判
定

者
に

よ
る

質
問

タ
イ

プ
の

一
致

度
を

用
い

て
，

質
問

タ
イ

プ
分

類
の

信
頼

性
と

妥
当

性
に

つ
い

て
検

証
す

る
.

3.
判

定
者

間
一

致
度

3.
1 

使
用

デ
ー

タ
・

判
定

者
・

質
問

タ
イ

プ

本
研

究
で

は
，

質
問

デ
ー

タ
と

し
て

，
N
T
C
I
R
-
8

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
イ

Q
A
パ
イ
ロ
ッ

ト
タ

ス
ク

の
テ

ス
ト

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
質

問
デ

ー
タ

を
使

用
す

る
.

C
Q
A

タ
ス

ク
の

詳
細

や
質

問
デ

ー
タ

の
形

式
は

，
オ

ー
ガ

ナ
イ

ザ
に

よ
る

ov
er
vi
ew

5
)
を

参
照

さ
れ

た
い

.

C
Q
A

タ
ス

ク
の

テ
ス

ト
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

質
問

・
自

答
デ

ー
タ

は
，

rY
ah
oo
!
知

恵
袋

研
究

機
関

提
供

用
デ

ー
タ

国
立

情
報

学
研

究
所

(N
II
)

提
供

版
ve
r.
lJ

16
) 

(
以

下
，

知
恵

袋
デ

ー
タ

)
か

ら
，

各
カ

テ
ゴ

リ
の

質
問

件
数

の
比

率
に

応
じ

て
ラ

ン
ダ

ム
に

抽
出

し
た

15
00

件
の

質
問

と
そ

れ
に

付
随

す
る

回
答

か
ら

成
る
.
知
恵
袋
デ
ー
タ
は
，

2
0
0
4
年

4
月

l
日
か
ら

2
0
0
5
年

10
月

31
日
に

rY
ah
oo
!
知

恵
袋
J

ベ
ー

タ
版

に
投

稿
さ

れ
た

質
問

と
回

答
か

ら
抽

出
さ

れ
た

も
の

で
，

解
決

済
み

の
質

問
3
，1
16

，0
0
9
件

，
質

問
者

が
選

ん
だ

ベ
ス

ト
ア

ン
サ

ー
3
，1
16

，0
0
8
件

，
そ

の
他

の
回

答
10

，3
61

，7
7
7
件

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
.

1
 

つ
の
質
問
に
は
，

1
つ

の
ベ

ス
ト

ア
ン

サ
ー

と
O
個

以
上

の
そ

の
他

の
回

答
が

存
在

す
る

.

Y
a
h
o
o
!
知

恵
袋

の
カ

テ
ゴ

リ
は

，
利

用
者

の
動

向
に

合
わ

せ
て

随
時

変
更

さ
れ

て
お

り
，

知
恵

袋
デ

ー

タ
に

お
い

て
も

，
元

の
質

問
・

回
答

の
投

稿
期

間
に

よ
っ

て
カ

テ
ゴ

リ
構

成
・

名
称

、
が

統
一

さ
れ

て
い

な
い

部
分
が
あ
る
た
め
，

C
Q
A

タ
ス

ク
で

は
，

テ
ス

ト
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

作
成

し
た

時
点

で
の

Y
a
h
o
o
!
知

恵

袋
の

カ
テ

ゴ
リ

構
成

に
合

わ
せ

て
，

カ
テ

ゴ
リ

を
再

構
成

し
て

い
る

.
ま

た
，

C
Q
A
タ

ス
ク

で
は

，
知

恵

袋
デ

ー
タ

全
体

に
お

け
る

カ
テ

ゴ
リ

ご
と

の
質

問
件

数
の

割
合

を
反

映
す

る
よ

う
に

各
カ

テ
ゴ

リ
か

ら
抽

出
す

る
質

問
件

数
を

設
定

し
て

い
る

た
め

，
質

問
件

数
は

カ
テ

ゴ
リ

ご
と

に
異

な
っ

て
い

る
.

本
稿

で
は

，
テ

ス
ト

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
再

構
成

さ
れ

カ
テ

ゴ
リ

構
成

を
用

い
て

分
析

を
行

う
の

で
，

テ
ス

ト
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

ト
ッ

プ
カ

テ
ゴ

リ
分

類
と

各
カ

テ
ゴ

1)
に

属
す

る
質

問
の

件
数

を
表

1
に
示
す
.

トッ

プ
カ

テ
ゴ

リ
は

，
さ

ら
に

詳
細

な
11
8
の

カ
テ

ゴ
リ

に
分

か
れ

て
い

る
5)

が
，

テ
ス

ト
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

質
問

件
数

の
総

数
が

15
00

件
と
少
な
い
の
で
，
本
稿
で
は
，

14
の

ト
ッ

プ
カ

テ
ゴ

リ
の

み
を

使
用

し
た

.

質
問
タ
イ
プ
の
分
類
作
業
は
，

C
Q
A
タ

ス
ク

の
適

合
判

定
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
て

，
同

タ
ス

ク
の

適
合

判
定

作
業

を
行

っ
た

の
と

同
じ

4
人

の
判

定
者

が
行

っ
た

.
判

定
者

の
寓

性
を

表
2
に
示
す
.

分
類
作
業
は
，

C
Q
A

タ
ス

ク
の

メ
イ

ン
タ

ス
ク

の
正

解
デ

ー
タ

作
成

の
た

め
の

，
各

質
問

の
質

の
判

定

(
A
 :

質
問
で
あ
る
，

B
質

問
で

は
な

い
，

の
2
値
)

，
お

よ
び

，
質

問
に

付
随

す
る

回
答

の
質

の
判

定

(
A
:
質
問
に
適
合
，

B
:
質
問
に
部
分
的
に
適
合
ま
た
は
不
適
合
，

C
:
質

問
に

は
無

関
係

(
不

適
合

)
)
の

3
値

)
と

同
時

に
同

じ
作

業
ウ

イ
ン

ド
ウ

上
で

行
っ

て
い

る
た

め
，

質
問

タ
イ

プ
の

判
定

時
に

は
質

問
の

内

容
だ

け
で

な
く

，
付

随
す

る
回

答
の

内
容

も
参

照
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

.

質
問

タ
イ

プ
は

，
以

前
の

論
文

11
)
で

提
案

し
た

も
の

を
そ

の
ま

ま
使

用
し

た
.

次
項

以
降

で
参

照
す

る



表
1

N
T
C
I
R圃
8
C
Q
A

タ
ス

ク
テ

ス
ト

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

に
お

け
る

カ
テ

ゴ
リ

と
笠

間
件

数
2
5
0
 

カ
テ

ゴ
リ

番
号

ト
ッ

プ
カ

テ
ゴ

リ
(

日
本

語
)

質
問

件
数

1
 

y
a
h
o
o
 

(Y
ah
oo
! 

J
A
P
A
N
)
 

2
2
2
 

2
 

en
te
rt
al
ll
me
nt
 

(
エ

ン
タ

ー
テ

イ
ン

メ
ン

ト
と

趣
味

)
1
6
7
 

3
 

he
al
th
 

(
健
康
、
美
容
と
フ

7'
:1

シ
ョ
ン
)

1
5
4
 

4
 

li
fe
gu
id
e 

(
暮
ら
し
と
生
活
ガ
イ
ド
)

1
3
6
 

5
 

in
te
rn
et
 

(
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

P
C

と
家
電
)

1
3
5
 

6
 

sp
or
ts
 

(
ス
ポ
ー
ツ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
、
車
)

1
2
0
 

7
 

lo
ve
 

(
生

き
方

と
恋

愛
、

人
間

関
係

の
悩

み
)

1
2
0
 

8
 

ed
uc
at
io
n 

(
教
養
と
学
問
、
サ
イ
エ
ン
ス
)

1
2
0
 

9
 

sc
ho
ol
 

(
子
育
て
と
学
校
)

8
9
 

1
0
 

n
e
ひ
1
5

(
ニ

ュ
ー

ス
、

政
治

、
国

際
情

勢
)

6
3
 

11
 

tr
av
el
 

(
地
域
、
旅
行
、
お
出
か
け
)

5
8
 

1
2
 

bu
si
ne
S5
 

(
ビ
ジ
ネ
ス
、
経
済
と
お
金
)

4
2
 

1
3
 

ca
re
er
 

(
職
業
と
キ
ャ
リ
ア
)

3
8
 

1
4
 

ロ
la
nn
er
s

(
マ
ナ
ー
、
冠
婚
葬
祭
)

3
6
 

ムロ
雪ロ

十l
 

1
，5
0
0
 

20
0 

15
0 

10
0 50
 

表
2

判
定

者
の

高
性

∞ ∞ ー ー
25
0 

知
恵

袋
利

用
頻

度

2
週

間
に

l
度

週
に

2-
3

悶

月
に

2-
3

四

月
に

1
回

20
0 

た
め

，
そ

の
定

義
を

表
3
に
再
掲
す
る
.

3.
2

分
類

結
果

各
判

定
者

に
よ

る
質

問
タ

イ
プ

の
分

類
結

果
を

カ
テ

ゴ
リ

ご
と

に
表

4
，5

と
図

1
(
積
み
上
げ
図
)
に
示

す
.

1
つ

の
質

問
デ

ー
タ

は
l
つ

の
質

問
タ

イ
プ

に
分

類
さ

れ
る

.
1
つ

の
質

問
デ

ー
タ

の
中

に
複

数
の

質

問
文

が
含

ま
れ

る
場

合
も

あ
る

が
，

判
定

者
に

は
?

そ
の

よ
う

な
場

合
に

は
主

要
な

質
問

文
の

質
問

タ
イ

プ

に
分
類
す
る
よ
う
に
，
す
な
わ
ち
，
必
ず
，

1
つ

の
質

問
デ

ー
タ

は
1
つ

の
質

問
タ

イ
プ

に
分

類
す

る
よ

う

に
指
示
し
た
.

大
き

く
，

客
観

的
な

情
報

や
事

実
を

求
め

る
A

タ
イ
プ
(
情
報
検
索
型
)
，

個
人

的
な

助
言

・
意

見
・

経

験
な

ど
を

求
め

る
B

タ
イ

プ
(

社
会

調
査

型
)

，
実

際
は

質
問

で
は

な
い

C
タ

イ
プ

(
非

質
問

型
)

と
分

け
て

考
え

る
と

，
表

4
，5
，
関

1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
，
判
定
者
に
よ
ら
ず
，

A
タ

イ
プ

が
多

い
カ

テ
ゴ

1)
，
 

B
タ

イ
プ

が
多

い
カ

テ
ゴ

リ
，

両
方

の
タ

イ
プ

が
含

ま
れ

て
い

る
カ

テ
ゴ

リ
が

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

.
例

え

ば，
5
 (i
nt
er
ne
t)

や
6(
ed
uc
at
io
n)

は
A

タ
イ
プ
が
多
く
，

7
 (l
ov
e)

や
9(
sc
ho
ol
)

は
B

タ
イ
プ
が
多

15
0 

10
0 50
 

O
 

14
 

J2
 
J3
 

J2
 J
3 
J4
1
J
1
 J
2 

J
3
 

2
 

4
 

J2
 
J3
 

B
 

9
 

11
 

12
 

13
 

10
 

図
1

質
問

タ
イ

プ
分

類
結

果

質
問
タ
イ
プ

C
2
 :

寝
解
不
能

波
C
1
:
主
張

8
5
‘
経
験

終
B
4
・
捻
藤

隠
83

:
 ~
種
好

磁
B
2
:
意
箆

騒
81

:助
言言

¥'
)A
6 
:
効
果
・
絡
巣

l}I
 
A
S
 
原
因
・
理
由

総
A
4
:
;
方
法
・
手
段

際
的
:
定
議
・
記
述

懐
A
2
・
真
偽

駁
A
l

事事
笑

質
問
タ
イ
プ

C
2
 :

理
解
不
能

慌
仁
1
:
主
張

世
BS

・
経
験

機
B
4
:
推
薦

慰
問

・
E重

好

魁
B
2
:
意
見

図
B
1
:
助
震

A
6
 

1W
A
S
:
 

E謹
A
4
:

 

際
A
3
:
 

憾
A
2
:
J霊
偽

鴎
A
l
:
耳
草
案



表
3

質
問

タ
イ

プ

M c - -

質
問
タ
イ
プ

I
D

質
問

タ
イ

プ
定

義

A
.

情
報

検
索

型
.

サ
ー

チ
エ

ン
ジ

ン
や

図
書

館
の

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ピ
ス

を
利

用
し

て
回

答
を

探
す

こ
と

が
可

能
な

質
問

A
1
 

事
実

事
実

と
し

て
の

名
称

(
人

・
組

織
の

名
称

，
場

所
・

位
置

等
)

や
数

的
表

現
(

金
額

，
日

付
，

大
き

さ
等

)
を

尋
ね

る
質

問

A
2
 

真
偽

伝
問
や
~
!
1
1
測
の
真
偽
や
可
能
・
不
可
能
を
尋
ね
る
質
問

A
3
 

定
義

記
述

あ
る

事
物

の
定

義
・

証
明

・
説

明
，

属
性

事
例

歴
史

的
経

緯
な

ど
を

尋
ね

る
質

問

A
4
 

方
法

・
手

段
あ

る
こ

と
を

行
う

方
法

や
手

段
を

具
体

的
に

尋
ね

る
質

問

A
5
 

原
因

・
理

由
あ

る
物

事
の

客
観

的
な

原
悶

や
理

由
を

尋
ね

る
質

問

A
6
 

効
来

・
結

来
あ

る
物

事
の

客
観

的
な

結
果

・
効

果
・

過
程

-
現

象
を

尋
ね

る
質

問

B
.

社
会

制
査

型
:

客
観

的
な

正
解

は
な

く
，

特
定

の
1ro

人
集

団
に

対
し

て
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

う
こ

と
で

回
答

を
得

る
よ

う
な

質
問

B
1
 

助
筒

質
問

者
の

意
見

・
行

動
に

つ
い

て
主

観
的

な
価

値
判

断
を

伴
う

助
百

を
求

め
る

質
問

B
2
 

意
見

あ
る

物
事

に
つ

い
て

回
答

者
の

意
見

を
広

く
求

め
る

質
問

B
3
 

¥1
脅貯

あ
る

物
事

に
つ

い
て

回
答

者
個

人
の

好
み

を
尋

ね
る

質
問

B
4
 

羽
n寓

あ
る

物
事

に
つ

い
て

回
答

者
の

推
薦

す
る

も
の

や
一

般
に

人
気

・
評

価
fi
が

高
い

も
の

を
尋

ね
る

質
問

B
5
 

経
験

あ
る

物
事

に
つ

い
て

回
答

者
の

経
験

・
体

験
の

有
無

あ
る

い
は

経
験

・
体

験
の

具
体

的
内

容
-

実
例

を
尋

ね
る

質
問

C
.

非
質

問
型

:
情

報
検

紫
や

ア
ン

ケ
}

ト
調

査
に

よ
っ

て
客

観
的

あ
る

い
は

主
観

的
な

回
答

を
得

る
こ

と
が

目
的

で
は

な
く

，
質

問
者

が

自
分
の
主
張
に
対
す
る
反
響
・
反
応
、
を
求
め
て
い
る
記
述
表
現

C
1
 

主
張

質
問

で
は

な
く

、
あ

る
物

事
に

つ
い

て
質

問
者

の
意

見
・

晴
好

推
測

な
ど

を
述

べ
て

い
る

も
の

C
2
 I

理
解

不
能

記
述

と
し

て
何

が
普

か
れ

て
い

る
の

か
分

析
者

に
は

理
解

で
き

な
か

っ
た

も
の

く，
3(
he
al
th
)

や
10
(n
ew
s)

は
判

定
者

ご
と

に
多

い
タ

イ
プ

が
異

な
っ

て
い

る
.
C

タ
イ
プ
は
，
質
問

と
し

て
は

そ
の

他
の

よ
う

な
も

の
な

の
で

，
ど

の
カ

テ
ゴ

リ
に

も
非

常
に

少
数

し
か

含
ま

れ
て

い
な

い
.

詳
細
な

13
の
質
問
タ
イ
プ
別
で
見
る
と
，
全
体
的
に
は
，

A
l
，A
4
，A
5
，B
l
，B
2
，B
5
が

多
い

が
，

カ
テ

ゴ
リ

ご
と

，
判

定
者

ご
と

に
，

多
い

タ
イ

プ
が

異
な

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

.
カ

テ
ゴ

リ
5
，6

は
A

タ

イ
プ
が
多
い
が
，

5
は

A
4

(
方
法
・
手
段
)
が
多
く
，

6
は

A
l

(
事
実
)

，
 A
3
 (

定
義
・
記
述
人

A
5

(
原
因
-
理
由
)
が
多
い
.
こ
れ
は
，

5
 G
nt
er
ne
t:

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

P
C

と
家
電
)
が
パ
ソ
コ
ン
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
具
体
的
な
操
作
法
な
ど
を
尋
ね
る
質
問
が
多
い
の
に
対
し
，

6
 (e
du
ca
ti
on
:

教

養
と

学
問

、
サ

イ
エ

ン
ス

)
が

学
術

的
・

科
学

的
な

事
実

や
問

題
に

つ
い

て
の

質
問

が
多

い
か

ら
で

あ
る

と

考
え

ら
れ

る
.

B
タ
イ
プ
が
多
い
カ
テ
ゴ
リ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
，

7
 O
ov
e:

生
き

方
と

恋
愛

、
人

間
関

係
の

悩
み

)
で

は
B
2

(
意
見
)
が
圧
倒
的
に
多
い
の
に
対
し
，

9
 (s
ch
oo
l:

子
育

て
と

学
校

)
で

は

お
1

(
助
言
)
と

B
2

(
意
見
)
に
分
散
し
て
い
る
.

9
で

は
，

属
性

が
理

系
の

判
定

者
J1

と
J3

が
B
2
に

分
類

し
て

い
る

質
問

が
多

い
の

に
対

し
，

文
系

の

判
定

者
J2

と
J4

は
B
l

に
分
類
し
て
い
る
質
問
が
多
い
.

B
l

と
B
2
の

違
い

は
，

質
問

者
が

自
分

の
意

見
・

行
動

に
対

し
て

助
言

を
求

め
て

い
る

か
否

か
で

あ
る

が
，

助
言

を
求

め
て

い
る

か
ど

う
か

の
解

釈
が

判

表
4

質
問

タ
イ

プ
分

類
結

巣
(

カ
テ

ゴ
リ

1
-
1
0
)

質
問

タ
イ

プ

カ
テ
ゴ
リ
番
号

判
定

者
A
1
 

A
2
 

A
3
 

A
4
 

A
5
 

A
6
 

B
1
 

B
2
 

B
3
 

B
4
 

B
5
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1
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2
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1
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0
 

6
 

9
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2
 

1
5
 

2
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0
 

4
9
 

1
2
 

O
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l
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2
 

3
7
 

1
 

9
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0
 

1
3
 

1
 

5
3
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1
 

3
 

2
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3
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0
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2
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5
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4
 

7
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3
 

11
 

3
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0
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1
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2
5
 

1
5
 

7
 

5
3
 

3
8
 

9
 

3
 

2
2
 

6
 

9
 

2
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6
 

1
0
 

2
 

6
 

1
4
 

2
 

O
 

3
0
 

1
6
 

O
 

O
 

O
 

J
2
 

7
2
 

1
 

6
 

2
 

2
 

O
 

8
 

6
5
 

2
 

8
 

1
 

O
 

O
 

J
3
 

1
7
 

2
8
 

3
7
 

1
0
 

1
2
 

7
 

O
 

4
1
 

1
5
 

O
 

O
 

O
 

O
 

J
4
 

2
4
 

2
5
 

1
8
 

1
6
 

5
 

1
4
 

4
 

3
7
 

4
 

9
 

O
 

1
0
 

1
 

3
 

J
1
 

3
5
 

3
 

4
 

3
3
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5
 

2
 

18
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4
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4
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O
 

J
4
 

2
2
 

8
 

3
 

3
1
 

6
 

3
 

1
6
 

1
4
 

2
 

2
4
 

7
 

O
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カ
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A
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A
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A
4
 

A
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A
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B
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B
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B
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B
4
 

B
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C
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C
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J
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2
6
 

5
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1
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J
2
 

18
 

O
 

l
 

5
 

O
 

O
 

10
 

10
 

2
 

7
 

5
 

O
 

J
3
 

7
 

14
 

5
 

7
 

l
 

2
 

O
 

9
 

1
 

11
 

l
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C
心 ?
 
定

者
の

属
性

に
よ

っ
て

異
な

る
可

能
性

が
あ

る
.

3.
3 

一
致

度
(κ

係
数

)
の

計
算

結
果

複
数

の
判

定
者

に
よ

る
分

類
の

信
頼

性
を

検
証

す
る

た
め

，
判

定
者

間
一

致
度

を
測

る
尺

度
で

あ
る

κ
係

数
を

計
算

し
た

.κ
係

数
は

C
o
h
e
n
4
)
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
統
計
的
評
価
尺
度
で
あ
り
，

2
人
の
判
定
者

に
よ

る
複

数
の

カ
テ

ゴ
リ

へ
の

分
類

の
信

頼
性

を
評

価
す

る
た

め
に

使
用

さ
れ

る
.

C
o
h
e
n
の

κ
係
数
を

3
人

以
上

の
判

定
者

に
拡

張
し

た
も

の
が

Fl
ei
ss

の
κ
係
数
で
あ
る

6)
本
稿
で
は
，

2
人

の
判

定
者

間
の

一
致

度
を

中
心

に
考

察
す

る
が

，
参

考
と

し
て

4
人
の
判
定
者
と

3
人

の
判

定
者

の
一

致
度

を
Fl
ei
ss

の

κ
で

計
算

し
た

結
果

も
合

わ
せ

て
示

す
.

ど
ち

ら
の

κ
係
数
も

l
に
近
い
ほ
ど
一
致
度
が
高
く
，
一
致
度
の

強
さ

は
値

の
範

囲
に

よ
っ

て
表

6
の

よ
う

に
解

釈
さ

れ
る

.

表
7
，8

に
4
人
全
員
，

3
人
ず
つ
の
組
合
せ
，

2
人

ず
つ

の
組

合
せ

で
計

算
し

た
κ
係
数
を
示
す
.

4
人

と
3
人

の
組

合
せ

に
つ

い
て

は
Fl
ei
ss

の
κ
係

数
を

用
い

た
.

表
7
は，

13
の

質
問

タ
イ

プ
へ

の
分

類
の

一
致

度
，

表
8
は
，
分
類
を
大
き
く

A
，B

，C
の

3
タ

イ
プ

に
ま

と
め

た
と

き
の

一
致

度
で

あ
る

.
比

較
を

容
易

に
す

る
た

め
，

そ
れ

ぞ
れ

を
，

歯
2
，3

に
折
れ
線
グ
ラ
フ

と
し
て
示
す
.

表
7
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
，

13
の
質
問
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
，

2
人

ず
つ

の
組

合
せ

で
は

，
カ

テ
ゴ

リ

14
を
除
い
て

κ
係
数
は

0
.
2
~
0
.
6
の
範
囲
に
入
っ
て
お
り
，
全
体
的
な
平
均
は

0.
39
と
な
る
の
で
，
一

致
度
の
判
定
は

fa
ir
か
ら

m
o
d
e
r
a
t
e
と
な
る
.
カ
テ
ゴ
リ

14
(m

an
ne

rs
)
は

O
~
0
.
4
5
と
パ
ラ
つ
き
が

O
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O
 

O
 

O
 

O
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O
 

1
 

O
 

O
 

O
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O
 

O
 

表
6

κ
係

数
に

よ
る

一
致

度

民
係

数
一

致
度

の
判

定

く
O

p
o
o
r
 

0
.
0
0
-
0
.
2
0
 

sl
ig
ht
 

0
.
2
1
-
0
.4
0
 

fa
ir
 

0
.4
1
-
0
.
6
0
 

m
o
d
e
r
a
t
e
 

0.
61
-u

.8
0 

su
bs
ta
nt
ia
l 

0
.
8
1
-
1.
0
0
 

a
l
m
o
s
t
 p
er
fe
ct
 

表
7

判
定

者
間

一
致

度
(κ

係
数
)

(1
3

タ
イ
プ
)

00全
員
01
IE
 E
 J
l
J
2
L
3
3
 

J
1
-
J
2
-
J
4
 

J
2“
J
3
-
J
4
 

J
1

跡
J
2

J
1
-
J
3
 

J
1
-
J
4
 

J
2 嶋
J
3

J
2-
J
4
 

J
3
-
J
4
 

A
lI 

0
.4
1
 

0
.4
0
 

0
.4
2
 

0.
39
 

0
.4
5
 

0.
37
 

0.
39
 

0.
46
 

0
.4
3
 

1
 

0
.4
5
 

0
.4
2
 

0.
38
 

0.
50
 

0
.4
3
 

0.
33
 

0
.4
4
 

0.
43
 

0.
30
 

2
 

0.
30
 

0.
30
 

0.
26
 

0.
28
 

0.
30
 

0
.4
2
 

0.
23
 

0.
25
 

0.
30
 

0.
35
 

3
 

0.
28
 

0.
26
 

0.
29
 

0.
29
 

0.
29
 

0.
29
 

0.
25
 

0.
26
 

0.
39
 

0.
28
 

4
 

0.
35
 

0.
31
 

0.
31
 

0
.4
2
 

0.
27
 

0.
32
 

0.
25
 

0.
37
 

0
.4
3
 

0
.4
7
 

5
 

0.
47
 

0.
46
 

0.
45
 

0.
47
 

0
.4
8
 

0
.4
7
 

0
.4
4
 

0
.4
5
 

0
.4
5
 

0.
52
 

6
 

0.
38
 

0.
35
 

0.
35
 

0
.4
0
 

0.
33
 

0.
36
 

0.
38
 

0.
36
 

0.
36
 

0
.4
8
 

7
 

0
.4
8

 
0
.4
6
 

0
.4
8
 

0
.4
8
 

0.
40
 

0.
58
 

0
.4
8
 

0.
40
 

0.
56
 

0.
50
 

8
 

0
.4
4

 
0
.4
9
 

0.
39
 

0
.4
1
 

0
.4
3
 

0.
59
 

0.
37
 

0.
47
 

0
.4
0
 

0.
38
 

9
 

0.
35
 

0.
29
 

0.
35
 

0
.4
1
 

0.
24
 

0.
39
 

0.
32
 

0.
32
 

0.
60
 

0.
37
 

1
0
 

0
.4
4

 
0.
39
 

0
.4
1
 

0
.4
3
 

0.
33
 

0.
54
 

0
.4
7
 

0.
31
 

0
.4
6
 

0.
53
 

11
 

0.
31
 

0.
27
 

0.
31
 

0.
32
 

0.
25
 

0.
34
 

0.
33
 

0.
27
 

0.
38
 

0.
35
 

1
2
 

0
.4
4

 
0
.4
7
 

0
.4
0
 

0.
45
 

0
.4
1
 

0.
51
 

0.
39
 

0.
51
 

0
.4
3
 

0
.4
3
 

13
 

0.
53
 

0.
46
 

0.
51
 

0.
54
 

0
.4
7
 

。‘
5
6

0.
56
 

0
.4
2
 

0.
56
 

0.
66
 

14
 

0.
20
 

0.
17
 

0.
15
 

0.
30
 

0.
09
 

0.
24
 

0.
00
 

0.
30
 

0.
45
 

0.
19
 

表
8

判
定

者
間

一
致

度
(κ

係
数
)

(3
タ

イ
プ

:
A
j
B
j
C
)
 

J1
向
J
2
-
J
3

J
1

剛
J
2幽
J
4

J
2
-
J
3
-
J
4
 

J
1

珊
J
2

J
1
-
J
3
 

J
1
-
J
4
 

J
2
-
J
3
 

J
2
-
J
4
 

J
3
-
J
4
 

0.
62
 

0.
59
 

0.
60
 

0.
58
 

0.
70
 

0.
61
 

0.
59
 

0.
59
 

0.
64
 

0.
58
 

0.
52
 

0.
55
 

0.
59
 

0.
54
 

0
.4
4
 

0.
61
 

0.
54
 

0
.4
8
 

0.
62
 

0.
55
 

0.
63
 

0
.4
9
 

0.
82
 

0.
63
 

0.
59
 

0.
57
 

0.
74
 

0.
35
 

0.
35
 

0.
29
 

0.
34
 

0.
53
 

0.
39
 

0.
28
 

0.
38
 

0.
33
 

4
 

0.
55
 

0.
52
 

0.
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0.
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0.
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0.
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0.
59
 

0.
44
 

0.
45
 

0.
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5
 

0.
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0.
61
 

0.
52
 

0.
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0.
57
 

0.
62
 

0.
47
 

0.
65
 

0.
54
 

0.
66
 

6
 

0.
54
 

0.
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0
.4
8
 

0.
55
 

0
.4
3
 

0.
60
 

0.
58
 

0.
57
 

0.
45
 

0.
65
 

7
 

0.
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0
.4
7
 

0
.4
9
 

0.
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0.
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0.
57
 

0.
51
 

0.
45
 

0.
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0
.4
7
 

8
 

0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
69
 

9
 

0.
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0.
58
 

0.
50
 

0.
51
 

0.
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0.
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0.
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0
.4
5
 

0.
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0.
56
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0.
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0.
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0.
51
 

0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
56
 

0.
43
 

0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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1
2
 

0.
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0.
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0
.4
7
 

0.
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0.
58
 

0.
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0.
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0.
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0.
30
 

0.
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1
3
 

0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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1
4
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図
2

*IJ
定

者
間

一
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度
(κ

係
数

)
(1
3

タ
イ
プ
)
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-
J
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J
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J2
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J
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2

叫
器
-1
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J4
 

…
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4

大
き

い
が

，
こ

れ
が

質
問

件
数

が
十

分
で

な
い

(3
8
件

)
こ

と
の

影
響

で
あ

る
か

否
か

つ
い

て
は

，
別

途
，

サ
ン
フ
。
ル
数
を
考
患
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
で
、
あ
る
.
ま
た
，
表

8
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
，

A
，B

，C
の

3

タ
イ
プ
に
ま
と
め
た
場
合
は
，
ほ
と
ん
ど
の
値
が

0
.4
~
0
.
8
の
範
囲
に
入
り
，
全
体
的
な
平
均
は

0.
56

と

な
る

の
で

，
一

致
度

の
判

定
は

m
o
d
e
r
a
t
e
か
ら

su
bs
ta
nt
ia
l
に
な
る
.

以
上

の
こ

と
か

ら
，

詳
細

な
質

問
タ

イ
プ

に
つ

い
て

も
，

そ
れ

を
大

き
く

3
つ

の
タ

イ
プ

に
ま

と
め

た
場

合
で

も
，

判
定

者
間

の
一

致
度

は
高

く
，

判
定

(
分

類
)

の
信

頼
性

と
質

問
タ

イ
プ

の
妥

当
性

が
確

か
め

ら

れ
た
.

カ
テ

ゴ
リ

ご
と

の
一

致
度

を
見

て
み

る
と

，
図

2
，3

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
，

13
タ
イ
プ
と

3
タ

イ
プ

の
質

問
タ

イ
プ

へ
の

分
類

の
一

致
度

の
傾

向
は

似
て

い
る

が
，

5
 (i
nt
er
ne
t)

，
 6
 (e
du
ca
ti
on
)
，

 7
 (l
ov
e)

，
 

9
 (s
ch
oo
l)

の
よ

う
に

ど
ち

ら
の

分
類

で
も

一
致

度
が

比
較

的
高

い
カ

テ
ゴ

リ
も

あ
れ

ば
，

3(
he
al
th
)

や

9
 (s
ch
oo
l)

の
よ

う
に

一
致

度
が

高
く

な
い

カ
テ

ゴ
リ

も
あ

る
.

前
項

で
述

べ
た

よ
う

に
，

5
，6

は
A

タ
イ

プ
が
多
く
，

7
，9

は
B

タ
イ
プ
が
多
く
，

3
，9

は
判

定
者

に
よ

っ
て

多
い

質
問

タ
イ

プ
が

異
な

る
.

す
な

わ

1.
0
0
 

0.
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0.
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0.
70
 

0.
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0.
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0
.4
0

 

0.
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0.
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0.
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0.
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AI
I 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 
1
0
 

11
 

1
2
 

1
3
 

14
 

図
3

判
定

者
間

一
致

度
(κ

係
数

)
(3

タ
イ
プ
:
A
/
B
/
C
)
 

--
J1
-J
2-

)
3
-J
4 

・
骨
-
J
1
-1
2-
13

帆
伽
J1
-1
2-
J4

吋
...
.J2
-J

3
-J
4

4
・1
1-
J2

噌
~
1
1
-
J
3

叫
;
-
J
1
-1
4

--
-J
2-

J
3
 

日
刊
J2
-J
4

w
令

市
13
-J
4

ち，
A
，B

い
ず

れ
か

の
タ

イ
プ

に
質

問
が

偏
っ

て
い

る
カ

テ
ゴ

リ
で

は
比

較
的

に
判

定
者

間
の

一
致

度
が

高
く

な
る

(
安

定
す

る
)

と
考

え
ら

れ
る

.

判
定
者
の
組
合
せ
に
ヲ
い
て
は
，

13
タ
イ
プ
で
は

J
1
-
J
3
，
J
2
-
J
4
の
一
致
度
が
高
く
，

3
タ
イ
プ
で
は

J
1
-
J
3
，

 J
3
-
J
4
が

高
い

.
前

項
で

も
触

れ
た

よ
う

に
，

表
2
の

通
り

，
判

定
者

J1
と

J3
は
理
系
，

J
2

と

J
4
は

文
系

で
あ

る
の

で
，

理
系

・
文

系
と

い
う

麗
性

に
よ

っ
て

質
問

あ
る

い
は

質
問

タ
イ

プ
の

解
釈

が
似

て
い

る
可

能
性

が
あ

り
，

そ
れ

が
詳

細
な

質
問

タ
イ

プ
に

分
頭

す
る

場
合

の
一

致
度

の
高

さ
と

し
て

現
れ

た

と
考
え
ら
れ
る
.

4.
 

一
致

・
不

一
致

の
分

析

質
問

タ
イ

プ
の

妥
当

性
に

つ
い

て
考

察
す

る
た

め
，

判
定

者
が

混
同

し
や

す
い

質
問

タ
イ

プ
と

そ
の

理
由

に
つ

い
て

検
討

す
る

.
質

問
タ

イ
プ

の
分

布
と

し
て

，
表

9
に

全
判

定
者

の
分

類
が

一
致

し
た

質
問

タ
イ

プ

ご
と

の
質

問
件

数
，

表
10

~こ
3
人
の
判
定
者
の
分
類
が
一
致
し
た
件
数
と

2
人
ず
つ
の
組
が
一
致
し
た
件
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数
を

示
す

.
例

え
ば

，
表

10
の

fA
l
/
 A
2
J

に
つ

い
て

，
列

の
f3
:
1
J
は

3
人

が
A
l

に
分
類
し

1
人

が
A
2
に
分
類
し
た
，

f
 

1:
3J

は
1
人

が
A
l

に
分
類
し

3
人

が
A
2
に
分
類
し
た
，

f2
:2
J

は
2
人

が
A
l

に
分
類
し

2
人

が
A
2
に

分
類

し
た

と
い

う
意

味
で

あ
る

.

表
9

全
判

定
者

一
致

の
件

数

タ
イ

プ
件

数
タ
イ
プ

件
数

タ
イ

プ
件

数

A
1
 

2
3
 

B
l
 

3
2
 

C
1
 

3
 

A
2
 

6
 

B
2
 

1
0
8
 

C
2
 

O
 

A
3
 

3
5
 

B
3
 

4
 

A
4
 

7
4
 

B
4
 

1
2
 

A
5
 

2
4
 

B
5
 

4
0
 

表
1
0

不
一

致
の

組
合

せ
の

件
数

タ
イ

プ
組

合
せ

3:
1 

1:
3 

2:
2 

合
計

タ
イ

プ
組

合
せ

3:
 1

 
1:
3 

2:
2 

正と
コ》
、雪
ロ以

3ト

A
1
 

A
2
 

2
3
 

18
 

2
4
 

6
5
 

A
4
 

B
4
 

5
 

2
 

O
 

7
 

A
1
 

A
3
 

3
3
 

2
5
 

2
0
 

7
8
 

A
4
 

B
5
 

1
 

1
 

l
 

3
 

A
l
 

/
 

A
4
 

5
 

2
0
 

8
 

3
3
 

A
4
 

/
 

C
2
 

O
 

O
 

1
 

1
 

A
l
 

/
 

A
5
 

3
 

11
 

l
 

15
 

A
5
 

A
6
 

l
 

O
 

O
 

1
 

A
l
 

A
6
 

3
 

1
 

4
 

8
 

A
5
 

B
1
 

4
 

O
 

l
 

5
 

A
1
 

B
1
 

2
 

3
 

l
 

6
 

A
5
 

B
2
 

1
2
 

7
 

10
 

2
9
 

A
1
 

B
2
 

6
 

1
6
 

6
 

2
8
 

A
5
 

B
5
 

1
 

1
 

O
 

2
 

A
1
 

/
 
B
4
 

1
 

3
 

2
 

6
 

A
5
 

C
1
 

1
 

O
 

O
 

1
 

A
1
 

B
5
 

3
 

3
 
。

6
 

A
5
 

C
2
 

O
 

O
 

1
 

1
 

A
2
 

A
3
 

2
 

2
 

O
 

4
 

A
6
 

B
2
 

l
 

O
 

1
 

2
 

A
2
 

A
4
 

O
 

O
 

3
 

3
 

A
6
 

B
5
 

3
 

O
 

O
 

3
 

A
2
 

A
5
 

l
 

l
 

l
 

3
 

B
1
 

B
2
 

2
8
 

3
0
 

4
6
 

1
0
4
 

A
2
 

B
1
 

2
 

3
 

2
 

7
 

B
1
 

B
4
 

O
 

1
 

2
 

A
2
 

B
2
 

3
 

1
 

3
 

7
 

B
l
 

B
5
 

1
 

5
 

3
 

9
 

A
2
 

B
5
 

1
 

O
 

2
 

B
2
 

B
3
 

1
3
 

5
 

6
 

2
4
 

A
3
 

A
4
 

O
 

2
 

1
 

3
 

B
2
 

B
4
 

2
 

1
0
 

4
 

16
 

A
3
 

A
5
 
。

5
 

1
 

6
 

B
2
 

B
5
 

2
3
 

2
0
 

1
8
 

6
1
 

A
3
 

B
2
 

2
 

1
 

1
 

4
 

B
2
 

C
1
 

1
5
 

3
 

1
 

1
9
 

A
3
 

C
2
 

l
 

O
 

O
 

B
3
 

B
4
 

l
 

1
5
 

7
 

2
3
 

A
4
 

A
5
 

6
 

3
 

3
 

1
2
 

B
4
 

B
5
 

O
 

3
 

O
 

3
 

A
4
 

B
1
 

2
9
 

7
 

1
6
 

5
2
 

C
l
 

C
2
 

3
 

O
 

O
 

3
 

A
4
 

B
2
 

5
 

2
 

1
 

8
 

表
10

か
ら

わ
か

る
よ

う
に

，
不

一
致

の
組

合
せ

で
は

，
B
1
/
B
2
が

10
4
件

と
最

も
多

い
が

，
表

9
か

ら
全
判
定
者
が
一
致
し
て
い
る
件
数
も
，

B
2
が

10
8
件

と
最

も
多

い
の

で
，

件
数

が
多

い
も

の
が

混
同

し

や
す

い
組

合
せ

だ
と

は
必

ず
し

も
言

え
な

い
.

以
下

に
，

具
体

例
と

し
て

，
不

一
致

の
合

計
件

数
が

50
件

以
上
で
あ
る
，

A
l
/
 A
2
，
 A
l
/
 A
3
，
 A
4
/
B
l
，
 B
l
/
B
2
，
 B
2
/
B
5
の

質
問

を
挙

げ
る

.

[A
l/
 A
2)
 e
nt
er
ta
in
me
nt
 
(
邦
楽
)

:
稲

森
い

ず
み

が
出

て
い

る
ド

ラ
マ

の
主

題
歌

は
も

う
販

売
さ

れ

て
ま

す
か

?

[A
l/
 A
3]
 n

e
w
s
 
(
話
題
の
こ
と
ば
)
:
今
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
皇
太
子
の
記
者
会
見
が
映
っ
て
ま
し
て
、
「
私

が
感

銘
を

受
け

た
詩
J

み
た

い
な

感
じ

で
、

あ
る

詩
が

朗
読

さ
れ

て
た

の
で

す
が

、
(

子
育

て
に

関
す

る
詩
)

そ
の

全
文

が
見

れ
る
H
P

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。

[A
4/
Bl
] 
e
d
u
c
aも
io
n

動
物

、
植

物
、

ペ
ッ

ト
)
:

同
居

し
て

い
る

猫
に

猫
パ

ン
チ

さ
れ

ま
く

り
た

い
ん

で
す

け
ど

ど
う

し
た

ら
い

い
で

す
か

?

[B
l/
B2
] 
tr
av
el
 
(
海
外
)

:
レ

ゲ
エ

が
好

き
で

も
っ

と
深

く
勉

強
す

る
た

め
に

メ
キ

シ
コ

に
行

こ
う

と

患
っ
て
い
ま
す
。

滞
在

期
間

は
7
日

く
ら

い
を

目
処

に
考

え
て

い
ま

す
。

行
っ

て
は

い
け

な
い

場
所

な
ど

あ
り

ま
す

か
。

気
を

つ
け

て
お

く
べ

き
こ

と
な

ど
あ

り
ま

し
た

ら
教

え
て

く
だ

さ
い

D

[B
2/
B5
J 
bu
si
ne
ss
 
(
企
業
と
経
営
)

:
サ

ラ
リ

ー
マ

ン
っ

て
い

そ
が

し
い

の
で

す
か

?

上
の

質
問

は
，

各
組

合
せ

の
不

一
致

で
代

表
的

な
も

の
で

あ
る

が
，

不
一

致
の

理
由

は
，

(a
)
質

問
の

内

容
・
形
式
の
解
釈
の
違
い
，
あ
る
い
は
，

(b
)
質

問
タ

イ
プ

の
解

釈
の

違
い

の
い

ず
れ

か
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る
.
上
の
例
で
は
，

A
l
/
A
2
の
質
問
は
J

発
売

さ
れ

て
い

ま
す

か
?
J

と
い

う
質

問
を

事
実

を
開

い
て

い
る

と
考

え
れ

ば
A
l

(
事
実
)
に
分
類
で
き
る
が
，

f発
売

さ
れ

て
い

る
か

否
か
j

と
い

う
真

偽
を

尋
ね

て

い
る

と
形

式
的

に
解

釈
す

れ
ば

A
2

(
真
偽
)
に
分
類
さ
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
.
ま
た
，

B
2
/
B
5
の
質
問

は
，

一
般

的
な

意
見

を
聞

い
て

い
る

と
考

え
れ

ば
B
2

(
意
見
)
に
，
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
勤
め
た
こ
と

が
あ

る
人

に
聞

い
て

い
る

と
考

え
れ

ば
B
5

(
経
験
)
を
尋
ね
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
.
こ
れ
ら
は
，

(a
) 

質
問

の
内

容
・

形
式

の
解

釈
の

違
い

に
よ

る
も

の
で

あ
る

.
そ

れ
に

対
し

て
，

A
4
/
B
l

の
質

問
は

，
猫

に

パ
ン

チ
を

さ
れ

る
こ

と
に

対
す

る
解

決
法

を
尋

ね
る

質
問

で
あ

り
内

容
・

形
式

と
し

て
は

方
法

を
尋

ね
る

文
で

あ
る

.
方

法
・

手
段

に
つ

い
て

の
質

問
で

あ
れ

ば
A
4
に
分
類
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
が
，

B
l
 
(質

問
者

の
意

見
・

行
動

に
対

す
る

主
観

的
価

値
判

断
)

に
分

類
し

た
判

定
者

は
，

A
4
あ

る
い

は
B
l
の

定
義

の
解
釈
が
他
の
判
定
者
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
，

B
l

に
分

類
し

た
と

考
え

ら
れ

る
.

つ
ま

り
，

質
問

タ
イ

プ
の
定
義
の
解
釈
が
異
な
る
の
で
，

B
l

に
分

類
し

た
と

考
え

ら
れ

る
.

前
者

は
質

問
文

の
形

式
に

よ
る

も
の

で
あ

る
の

で
，

機
械

学
習

等
を

用
い

て
自

動
で

、
分

類
を

行
う

場
合

は
，

質
問

文
の

形
式

的
な

特
徴

以
外

の
性

質
も

利
用

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
.

後
者

の
不

一
致

の

理
由

は
，

判
定

者
に

対
す

る
説

明
不

足
に

よ
る

も
の

で
あ

る
.

今
回

の
分

類
作

業
の

説
明

・
指

示
は

文
書

で
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行
い

，
口

頭
で

の
補

足
説

明
は

し
て

い
な

い
.

そ
の

た
め

，
判

定
者

に
質

問
タ

イ
プ

の
一

部
の

定
義

が
十

分
理

解
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
可

能
性

が
あ

る
.

前
項

で
示

し
た

よ
う

に
，

判
定

者
間

一
致

度
に

よ
っ

て
分

類

(
判

定
)

の
信

頼
性

そ
の

も
の

は
確

認
で

き
た

が
，

質
問

タ
イ

プ
の

定
義

と
判

定
者

へ
の

説
明

の
方

法
に

つ

い
て

は
検

討
と

改
善

の
必

要
が

あ
る

.

5.
お

わ
り

に

本
稿

で
は

，
以

前
の

論
文

11
)
で
提
案
し
た
質
問
タ
イ
プ
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
た
め
，

N
T
C
I
R
-
8
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Q
A
パ

イ
ロ

ッ
ト

タ
ス

ク
の

質
問

デ
ー

タ
を

用
い

て
，

複
数

の
判

定
者

に
よ

る
質

問
タ

イ
プ

の
分

類
を

行
い

，
判

定
者

間
の

一
致

度
に

つ
い

て
考

察
し

た
.

そ
の

結
果

，
接

数
の

判
定

者

間
の

一
致

度
の

信
頼

性
は

高
く

，
質

問
タ

イ
プ

分
類

の
妥

当
性

が
確

か
め

ら
れ

た
.

詳
細

な
質

問
タ

イ
プ

の
分

類
で

は
カ

テ
ゴ

リ
に

よ
っ

て
は

一
致

度
が

低
い

も
の

が
あ

っ
た

が
，

質
問

タ
イ

プ
を

A
，B

，C
の

3
つ
に
ま
と
め
た
分
類
で
は
，
一
致
度
は
改
善
し
た
.
し
た
が
っ
て
，
実
際
に
，

C
Q
A
サ

イ
ト

に
お

い
て

質
問

者
に

質
問

タ
イ

プ
を

選
択

・
付

与
し

て
も

ら
う

場
合

や
投

稿
さ

れ
た

質
問

を
自

動
で

質

問
タ

イ
プ

に
分

類
す

る
場

合
に

は
，

大
き

い
3
つ

の
タ

イ
プ

に
分

け
る

方
が

容
易

で
あ

り
実

用
的

で
あ

る

と
考
え
ら
れ
る
.

ま
た

，
判

定
者

の
属

性
(

理
系

，
文

系
)

に
よ

っ
て

，
同

じ
質

問
を

分
類

す
る

質
問

タ
イ

プ
が

異
な

る
傾

向
が

あ
り

，
属

性
が

問
じ

判
定

者
間

の
一

致
度

は
属

性
が

異
な

る
判

定
者

聞
の

一
致

度
よ

り
高

く
な

る
こ

と

が
わ
か
っ
た
.

今
後

の
課

題
と

し
て

，
以

下
の

よ
う

な
こ

と
が

挙
げ
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検
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検
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述
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ー
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検
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